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l政脚に弧: ln士3恥, CL : 168立脚. S : 381土101%という姑弟を得た。
ML CLはBとの閑で碑濃度を堆めたがも旬.0臥肌とcLの明では有悪轟を賂翰なかった(p=0.02耽
血撫申ブタチナ錬戯10、軌60分,軸時間、 1日射は肌では投阜10分の畿初から敵襲まで輸出靴下
であり,、 cLでは1.50土0.30、 1.01土0.姐、 0.糾±0.17、 0.曾3ア0.06鉾dnd。 1日目は検出限界価以下であゥた.

































1 ) YX2、 HeLaの細胞妹を用いた細胞毒性拭鹿ではアイエーコールが両細胞株に対して坑腰
痛効果を示すのに対して、ミリプラチン括性体である1. 2-ジアミノシクロヘキサン白金OPCj
はYX2に対してのみ抗腫癖効果を示す。
2) CL動注後の血中総プラチナ浪度は、投与後10分をピークに減少するのに対して、胤劾
往復では動注直後より検出棋界値以下を示す。
3)動注後の肝組曲内の総プラチナ進度については、施療紅織内のプラチナ港庫に明らかな
l
有意蓮を固めないが、正常組織内のプラチナ漁度はCLの方が低い。
・本輸文は、現地性でリピオドールに安定して懸濁されるミリプラチンを用いた治療戦略の可
能性について新しい知見を卑えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を牽け
合格したので、博士(医学)の学位権文に値するものと速められた。　　　　　　　'
(稔字数5 1 3字)
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